
 

 

パラグライディングクロスカントリー日本代表チーム選手選考規定 【改定日：2025 年 1 月 1 日】 
赤字修正箇所  
修正箇所 
 
① ２．選考ランキングへ計上可能な大会基準の変更 
→ 国際大会の集計を CIVL EMS の成績ページから取得するため 
 
② ３．選考対象国際大会 
→ ランキングを速やかに更新するため提出期限を早める 
→ CIVL ランキングが CIVL EMS へ変更されたことに伴う修正 
 
③ ５．国際大会ポイント 
→ PJL 大会ポイントと同様にデイクオリティやシード係数の影響を反映させるため 
 
1. 選考基準 

・日本代表チーム選手選考は日本代表選抜ランキングと主催者の選考基準に合わせて行われる。 
・選考基準が主催者により設定されない場合は、日本代表チーム選手選考は原則として代表チーム

派遣大会の開催される前年度の日本代表選抜ランキングのポイント 100%と前々年度の日本代表選

抜ランキングのポイント 50%の合計により、その上位から順に選考する。 
・同点が出た場合は、前年度のポイントが高い方を高順位とする。 
・国際大会のエントリー締め切り日が当該国際大会の開催される前年度中に設定されている場合は、

競技委員会が別途定めた締め切り日までの大会をランキングに計上し選考する。 
 
2. 選考ランキング 

・日本代表選抜ランキングは、PJL 大会で成立したタスクのどれか１本のデイクオリティが 0.6 以

上となった大会の総合順位および、次項に定める国際大会の総合順位に対して与えられる点数 PJL
大会ポイントおよび国際大会ポイントのうち高いほうから 3 大会（ただし、少なくとも 1 大会は PJL 
大会とする）の点数を合計してつけるランキングである。 
・PJL 大会に参加・受付した場合において、いずれの大会もデイクオリティが 0.6 以上のタスクが

成立せず PJL 大会ポイントが計上出来なかった場合、2 大会までは国際大会ポイントを計上可能と

する。 
・３大会のうちの少なくとも一つは PJL 大会とし、計算の結果０点であっても構わない。 
・次の条件を満たす大会を日本代表選抜ランキングに計上可能とする。 
【PJL 大会】 成立したタスクのどれか１本のデイクオリティが 0.6 以上 
【国際大会】 成立タスク数１：総合１位の合計得点が 600 点以上 
 成立タスク数２以上：総合１位の合計得点／タスク数が 400 点以上（FTV を含む） 

 
3. 選考対象国際大会 

・日本代表選抜ランキングに計上できる国際大会は海外で開催された FAI カテゴリー2 以上の国際



 

 

大会とする。 
・国際大会をポイントに計上したい選手は原則として大会終了後３２ヵ月以内に JHF パラグライ

ダー競技委員会（pgc@jhf.hangpara.or.jp）まで計上したい国際大会名・自分の順位と、「CIVIL World 
Ranking」「CIVL Event Management System」の大会一覧ページ（Competitions used in ranking）
に掲載された当該大会の成績ページ URL または大会 ID（URL にある id の値、下の例では 7543）
を報告する。 

CIVIL World Ranking  http://civlrankings.fai.org/?a=327&l=0&ladder_id=3&ranking 
・大会一覧ページ https://civlcomps.org/ranking/paragliding-xc/competitions 
・成績ページの例 https://civlcomps.org/ranking/paragliding-xc/competition?id=7543 

・「CIVIL World Ranking」「CIVL Event Management System」に掲載された時点（大会開催月の

翌 1 日）で、当該国際大会は日本代表選抜ランキングに計上可能とする。（CIVIL World Ranking
掲載が年をまたがる場合は、大会開催年度ランキングへの計上とする） 

 
4. PJL 大会ポイント 

・日本代表選抜ランキングの各大会におけるポイントは次の通りとする。 
ポイント＝N×(1＋S／100）×（1+R×5／100）（小数点以下第 2 位を四捨五入し、第 1 位まで算出

する） 
ここで N＝－α√（本人順位－1）＋（50－P） 
ここで α＝（49－P）／√［｛（成立したタスクにおける参加者数累計）／（成立した本数）｝×0.6－
1］ 
P＝30－（成立したタスクにおける参加人数累計）／（成立したタスク本数）とし、この値が負にな

った場合は 0 とする。 
R＝（大会における各タスクのデイクオリティの合計値－１）で最大値は 3 とする。 
S＝成立した各タスクに参加したシード選手のシード係数値の合計を、その大会期間中で合算したも

のを、その大会で成立したタスク本数で割った数値とする。 

ポイント = 𝑁 × $1 +
𝑆
100) × $1 + 𝑅 ×

5
100) 

（小数点以下第 2 位を四捨五入し、第 1 位まで算出する） 

𝑁 = −𝛼.本人順位− 1	 + (50 − 𝑃) 

𝛼 =
(49 − 𝑃)

√𝑇 × 0.6 − 1
 

𝑃 = 30 − 𝑇 

𝑇 =
成立したタスクにおける参加者数の累計

成立したタスク数
 

𝑅 =大会における各タスクのデイクオリティの合計値− 1 
（最大値は 3 とする） 

𝑆 =
成立した各タスクに参加したシード選手のシード係数値の合計値の累計

成立したタスク数
 



 

 

・同順位が複数出た場合は同順位者を繰り下げた順位までの平均点とする。 
 
5. 国際大会ポイント 

・国際大会ポイントは、「CIVIL World Ranking」の大会別に付与されるポイントを基準とし、総合

順位に応じた次の係数を掛けたものを計上する。基準とする「CIVIL World Ranking」ポイントは、

時間経過に伴うポイント減算は考慮しない。 
国際大会の総合順位 係数 
1 位～3 位 100% 
4 位～6 位 90% 
7 位～10 位 80% 
11 位～15 位 75% 
16 位～20 位 70% 
21 位～30 位 65% 
31 位～50 位 60% 
51 位以下 50% 

・４．PJL 大会ポイントの計算式に準ずるが、「CIVL Event Management System」の成績ページ

から取得できる値を用いて次のように計算する。 

ポイント = 𝑁 × $1 +
𝑆
100) × $1 + 𝑅 ×

5
100) 

（小数点以下第 2 位を四捨五入し、第 1 位まで算出する） 

𝑁 = −𝛼.本人順位− 1	 + (50 − 𝑃) 

𝛼 =
(49 − 𝑃)

√𝑇 × 0.6 − 1
 

𝑃 = 30 − 𝑇 
𝑇 =大会の参加人数 

𝑅 =
総合１位の合計得点

1000 − 1 

（最大値は 3 とする） 
𝑆 =大会に参加したシード選手のシード係数値の合計 

・同順位が複数出た場合は同順位者を繰り下げた順位までの平均点とする。 
 

6. その他の要件 
a) JHFフライヤー登録が有効であること。 
b) 有効な日本の FAI スポーティングライセンスを所持すること。 
c) 理事会の承認を受けること。 


